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１ 基本事項 

事業の名称 スマートシティさいたま 

事業主体の名称 さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム 

事業主体の構成員 

（入会順） 

（令和７年３月時点） 

一般社団法人美園タウンマネジメント 

一般社団法人アーバンデザインセンター大宮 

さいたま市 

一般財団法人計量計画研究所 

株式会社日建設計総合研究所 

株式会社 NTT ドコモ 

ENEOS 株式会社 

株式会社 JTB 

OpenStreet 株式会社 

シナネン株式会社 

LINE ヤフー株式会社 

埼玉大学 

ソフトバンク株式会社 

KPMG コンサルティング株式会社 

MONET Technologies 株式会社 

株式会社つばめタクシー 

株式会社パスコ 

芝浦工業大学 

東京都立大学 

モビリティプラットフォーム株式会社 

タイムズ 24 株式会社 

株式会社 AMANE 

実行計画の対象期間 令和７年度～令和１１年度 
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２ 前実行計画の総括 

 前実行計画の取組内容とロードマップ 

令和２年度から令和６年度の活動計画を記した「スマート・ターミナル・シティさい

たま」実行計画（以下、「前実行計画」という。）では、〈駅を核としたウォーカブルで

だれもが移動しやすい、人中心に最適化された都市空間・環境「スマート・ターミナル・

シティ」〉の形成を目指し、AI・IoT 等のスマート化技術や官民データの活用により、地

域課題・ニーズにきめ細かく対応しながら以下の３つの施策を実施した。 

 

 

図 1 前実行計画の取組内容とロードマップ 
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 「スマートシティさいたま」の目標と前実行計画の KPI 

前実行計画では、さいたま市の将来都市像や地域課題を踏まえ、スマートシティの大

目標として、〈市民のウェルビーイングな暮らしを実現する「スマートシティさいたま」〉

をコンセプトに、「人中心の空間・環境への転換」、「地域脱炭素化・強靭化」、「地域経

済活性化」、「生活の質・健幸度向上」を掲げ、それに基づく中目標、KPI を次のとおり

設定した。 

また、上記大目標の実現や前述の取り組むべき課題を踏まえ、〈駅を核としたウォー

カブルでだれもが移動しやすい、人中心に最適化された都市空間・環境「スマート・タ

ーミナル・シティ」〉の形成を目指した。 

 

 

図 2 「スマートシティさいたま」の目標と前実行計画の KPI 
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 これまで実施した実証実験の成果や課題 

前実行計画の施策／取組に紐づく、国土交通省「スマートシティ実装化支援事業」に

おいて令和２年度～令和６年度までに実施した実証実験と実証実験を経て得られた成

果・知見と課題を以下の通り整理した。 

各施策の効果に加え、その課題を把握し、サービスの更なるニーズへの対応、これを

支える取組を評価・改善する仕組の改善と構築、データ利活用の更なる促進、持続可能

な推進体制等、今後の施策／取組の改善への示唆が得られた。 

 

 

表 1 これまで実施した実証実験の概要 
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表 2 実証実験の総括（実証実験を経て得られた成果・知見と課題） 
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 前実行計画の KPI の達成水準 

前実行計画に基づく施策／取組の成果、KPI の達成水準について、以下の通り実績の

算定と考察を行った。 

 

表 3 前実行計画の KPI と実績／算定結果 
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３ 本実行計画におけるスマートシティの目標と KPI 

 検討の流れ 

今期の実行計画（以下、「本実行計画」という。）の策定に当たり、前実行計画の評価・

考察を踏まえ検討を実施した。 

前実行計画では、シェア型マルチモビリティ（以下、「SMM」という。）の活用を推進

し、SMM がさいたま市の課題解決に一定程度寄与することが示され、SMM がさいたま市

における交通インフラの一部として浸透、認知されている。 

また、各種サービス間やサービスと利用者間における情報連携やマーケティングの新

たな手法として、デジタル技術の高い有用性についての実証結果を得た。 

今後は、これらの活用を踏まえた更なるスマートシティサービスの拡充により、様々

な課題の解決を図っていくとともに、これらの施策／取組の計画的かつ持続的な運用を

図るべく、管理手法や体制等の整備、刷新、構築が重要であることが示唆された。 

本実行計画では、これらの成果や示唆を踏まえたスマートシティサービスの推進を図

り、更なるスマートシティの醸成を目指す。 

 

 

 

図 3 実行計画の検討の流れ 
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 関連計画との整合 

「スマートシティさいたま」を取り巻く状況や環境を整理すべく、さいたま市の関連

計画の確認を行った。その中で、さいたま市総合振興計画等の長期計画における包括的

な背景やさいたま市の全体の目標の確認に加え、次期 SMART プラン（総合都市交通体系

マスタープラン）等、近年に更新を検討されている取組とさいたま市の状況や課題の変

化等について確認し、各関連計画との整合を図った。 

 

ア さいたま市の将来都市像（ビジョン）と将来都市構造 

さいたま市総合振興計画では、2050 年を見据えた将来未来像（ビジョン）として

「上質な生活都市」「東日本の中枢都市」を掲げ、市民生活の質向上や、地域経済の

活性化を目指している。 

また、将来都市構造として〈都市機能の集積や豊かな自然環境との共生などによ

り、質の高い市民生活を支え、多彩な交流を生み出す、「水と緑に囲まれたコンパク

ト＋ネットワーク型の都市構造」〉を掲げ、重要な都市拠点である２つの都心と４つ

の副都心を中心に、異なる市街地環境を持つそれぞれの地域特性に応じた拠点機能

強化や都市活動の低炭素化、質の高い生活環境の形成に取り組んでいる。 

 

 

 

図 4 さいたま市の 2050 年を見据えた将来都市像／ 

ビジョン（さいたま市総合計画）、将来都市構造 
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イ 次期 SMART プランを踏まえたシェア型マルチモビリティの活用の方向性 

次期 SMART プラン（総合都市交通体系マスタープラン）では、SMM の活用による

効果・効用が市民生活の質向上へ貢献することが示唆されている。本実行計画にお

ける SMM およびスマートシティサービス等の拡充や運用方針の検討においても、こ

れらの計画との整合を図る。 

 

 

図 5 SMART プランで描かれるシナリオの達成に向けた 

シェア型マルチモビリティ（SMM）による取組・施策の方向性の整理 
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 取り組む課題 

本実行計画では、前実行計画で対象としている都市課題や地域の課題をさいたま市の

抱える本質的な課題と捉え、対応を継続する。 

 

 

図 6 スマートシティで解決したい地域課題・本実行計画で取り組む課題 
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 目標・KPI（成果 KPI） 

ア 「スマートシティさいたま」の目標と本実行計画の KPI 

本実行計画では、市内の交通インフラとして定着した SMM の活用をはじめ、「スマ

ート・ターミナル・シティ」の実現を継続しながら、「さいたま市みんなのアプリ」

等をはじめとしたデジタル基盤を活用した多様なスマートシティサービスの整備を

進め、「スマート・ターミナル・シティ」に留まらない、さいたま市内全域における

「スマートシティさいたま」の更なる実現を目指すこととする。 

また、本実行計画の KPI は、前実行計画の KPI の設計やその結果を鑑み、今後の施策

／取組における適切な管理・推進を目指し、調整する。 

 

 

図 7 「スマートシティさいたま」の目標と本実行計画の KPI 
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イ 本実行計画における KPI の設定 

前実行計画の進捗を踏まえ、「スマートシティさいたま」の更なる持続的な発展・

推進のため、本実行計画の KPI を以下の通り設定した。 

 

 

図 8 前実行計画の KPI と本実行計画の KPI 
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ウ KPI の算定手法 

設定した各 KPI の算定手法と本実行計画で目指す KPI の達成に向けた施策／取組

の方向性について以下の通り整理した。 

 

 

表 4 本実行計画の KPI 達成水準と施策・取組の方向性 
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  本実行計画への構想と事業概要 

エ 前実行計画の総括を踏まえた本実行計画の構想 

前実行計画の総括を踏まえ、「スマートシティさいたま」の本実行計画における更

なる推進を目指し、施策／取組の改善要素を整理した。 

 

 

図 9 前実行計画の総括を踏まえた本実行計画の構想 

 

これらの改善要素を基に、本実行計画における施策／取組の方向性を検討した。 

これらの改善案の検討の中で、スマートシティサービスそのものの改善と拡充に

加え、これらサービスの効果的かつ持続的な運営手法や体制の整備をすることによ

る「スマートシティさいたま」の更なる推進が可能であると考える。 

また、スマートシティサービスは、ＳＭＭや交通結節点等のフィジカルなインフ

ラと今後整備が期待される「さいたまみんなのアプリ」等のデジタルインフラの活

用と拡充により効果的な取組に昇華されることが示唆された。 

これらを踏まえ、本実行計画の構想として「スマートシティサービスの更なるシ

ンカ（進化・深化・真価）」と、「スマートシティの推進や都市経営を支えるシクミ

の構築」を方向性とする。 
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オ シンカとシクミを踏まえた本事業全体の概要イメージ 

本実行計画では、市民やゲストに直接的に作用するスマートシティサービスの展開を

図る施策① スマートシティサービスの更なる「シンカ」の推進と、施策を支える体制・

ルール・共通認識等、検討・設計・運営管理の土台となる施策② スマートシティや都

市経営を支える「シクミ」の構築による 2 つの施策を実施する。以下に概念図を示す。 

 

 

図 10 本事業全体の概要イメージ 
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 施策／取組の概要 

本実行計画における 2つの施策に対して、各々4つの取組からなる計８つの取組を設

計した。以下に概要を示す。 

 

 

図 11 施策／取組の概要 
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 初期的な KPI 

本実行計画で設定した KPI（成果 KPI）の達成に向け、各施策／取組の初期的な KPI

を整理した。施策／取組の進捗に応じて施策②に基づく KPI の再設定や更新を図る。 

 

 

図 12 初期的な KPI 
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（参考）実行計画における施策／取組の設計概要 

施策①においては、多様なスマートシティサービスに対し、施策②に基づく適切な評

価の枠組み・評価指標を設定することで、適切な施策評価および評価に基づいた施策改

善を促進する。評価指標は、多様な地域課題に応じて柔軟に設定できるようにしながら

も、全体の総合的な目的の達成を目指す。各取組の設計時にロジックモデルを用いた設

計を実施する。 

 

 

図 13 本実行計画で検討・推進する施策／取組の方向性（施策①） 
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施策②においては、「スマートシティさいたま」の取組を高度化するため、スマート

シティサービスを展開する仕組の充実（施策を支える体制・ルール・共通認識等、検討・

設計・運営管理の土台）を図る。各取組の設計時にロジックモデルを用いた設計を実施。 

 

 

図 14 本実行計画で検討・推進する施策／取組の方向性（施策②） 
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（参考）「スマートシティさいたま」を支えるシクミの構築と狙いについて 

スマートシティの推進においては、明確な評価軸に基づき、効果を可視化、適切な投

資判断等を促す仕組みの構築が重要である。 

スマートシティ施策／取組の設計・管理手法（シクミ）を構築し、市の全体目標や施

策との連関を捉えた一体的な推進を図る。 

シクミに基づいた、市民や事業者等、ステークホルダー（SH）による「スマートシテ

ィさいたま」の更なる認識の醸成は、多様な SH の主体的な参画とスマートシティサー

ビスのシンカを促す。 

 

 

図 15 スマートシティ施策におけるマネジメントサイクルを支える「シクミ」の構図  



 

23 

４ スマートシティの施策と取組 

 施策１.スマートシティサービスの更なる「シンカ」の推進 

施策１.取組１. シェア型マルチモビリティ（SMM）の本格実施 

 

図 16 シェア型マルチモビリティ（SMM）の本格実施 

 

施策１.取組２. 交通結節機能の強化や交通マネジメントの拡充 

 

図 17 交通結節機能の強化や交通マネジメントの拡充 
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施策１.取組３. 「さいたま市みんなのアプリ」を活用しサービスの展開 

 

図 18 「さいたま市みんなのアプリ」を活用しサービスの展開 

 

施策１.取組４. 公民学による 3D 都市モデル等地理空間情報を活用した取組・ 

サービスの展開 

 

図 19 公民学による 3D都市モデル等地理空間情報を活用した 

取組・サービスの展開 
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 施策 2.スマートシティや都市経営を支える「シクミ」の構築 

施策２.取組１. スマートシティの取組を評価する仕組みの構築 

 

図 20 スマートシティの取組を評価する仕組みの構築 

 

施策２.取組２. 社会実装を実現するための運営体制の構築 

 

図 21 社会実装を実現するための運営体制の構築 
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社会課題の解決を目指すスマートシティは、市民（訪問者含む）、自治体、事業者等、関

連するステークホルダーに様々な形で付加価値を提供することが可能となる。 

「スマートシティさいたま」では、施策②やデジタルツール（3D 都市モデルや「さいた

ま市みんなのアプリ」等）を活用し、これらの利害関係者間での施策／取組／サービスの可

視化や相互理解を促すことで、効果的な推進を目指す。 

 

 

 

図 22 シクミを活用したスマートシティ施策／取組の基本的なビジネスモデル 

 

 

 

図 23 スマートシティの施策／取組により実現される付加価値 
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施策２.取組３. データ利活用ルールや管理体制の整備 

 

図 24 データ利活用ルールや管理体制の整備 

 

施策２.取組４. シティプロモーションの推進 

 

図 25 シティプロモーションの推進 
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５ スケジュール 

施策②スマートシティや都市経営を支える「シクミ」の構築を早期に構築し、スマートシティサ

ービスの更なる「シンカ」の推進の施策／取組に適用することにより、スマートシティサービスの

高度化を図る。 

 

 

図 26 取組内容とロードマップ 
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６ 「スマートシティさいたま」で目指す将来像 

 

図 27 目指す将来像  
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７ 推進体制 

 本実行計画における推進体制 

公民学の連携による「さいたま市スマートシティ推進コンソーシアム」が推進主体となり、

各参画者が連携し、価値の共有を図りながら目標達成を目指す。 

また、施策／取組に対するさいたま市担当部局と主な役割を設定し、以下に示す。 

 

 

図 28 推進体制 
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 本実行計画における会議体 

推進体制の刷新を踏まえ、今後の会議開催の体制や開催頻度について以下に示す。（令和７

年３月時点の想定）。 

 

 

図 29 本実行計画における会議体 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


